
7 川建み事第 421 号 

令和 7 年 10 月 29 日 

 

川崎市環境審議会 会長 佐土原 聡 様  

川崎市長 福 田 紀 彦  

 

川崎市緑の基本計画の改定について(諮問) 

 

川崎市緑の保全及び緑化の推進に関する条例(平成 11 年川崎市条例第 49 号)第 8 条第 3

項に基づき、緑の基本計画の改定について諮問いたします。 

 

(諮問の趣旨) 

本市においては、平成３０年３月に改定した「川崎市緑の基本計画」に基づき、緑の保

全及び緑化の推進、公園緑地の整備など、多様な施策を展開することにより、樹林地の保

全を進めるとともに、公園の整備、建築行為等に伴い保全及び創出された緑化地等を保全

及び創出し、さまざまな主体との協働により緑の総量の確保に取り組んでまいりました。 

こうした取組を展開する中で、令和元年東日本台風などの大規模自然災害をきっかけに

公園などのオープンスペースが果たしている雨水流出抑制の機能が流域治水の観点から注

目されるとともに、昨今の気候変動等に伴う夏の酷暑においては、市街地の樹木が欠かす

ことのできない都市のオアシスとなるなど、あらゆるインフラにおいてグリーンインフラ

の取り組みを進めるべき状況となっています。また、人口増加が続いてきた本市において

も少子高齢化が進み、今後人口減少を迎えることから、地域の誇り、まちの活力の向上に

向け、多様な主体とみどりをつなぐグリーンコミュニティづくりをより一層進める必要が

あります。 

ついては、これまでの成果及び社会情勢の変化等を踏まえつつ、気候変動対策、生物多

様性の確保、ウェルビーイングの向上等への対応に向けて国が示した「緑の基本方針」

（令和６年１２月）にも対応し、「みどりの KAWASAKI 宣言」（令和７年４月）が目指す

持続可能なよりよい社会の実現に向けて令和１０年度を始期とする新たな基本計画の改定

について、貴審議会の専門的かつ広い見地に立ったご意見を伺うものです。 

 

(建設綠政局緑政部みどり・多摩川事業推進課) 
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